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研究成果の概要： 

本研究は個人が持つ自己概念（価値観やそれに付随する葛藤状態）を視覚的にわかりや
すいインタフェースとして提供することを目標としている．このシステムは対話データや
日記，ブログ等のテキストデータを自然言語処理し，個人にとって重要な概念構造を抽出
する．そして，ネットワーク状に描かれる概念群における論理的矛盾や認知的不均衡を視
覚的に提示するものである．自然言語処理技術を導入することによるグラフ構造の抽出の
自動化を行う点と，隣接行列として現れるグラフ構造をファジィクラスタリング等の知見
を用いてより直感的でわかりやすくする点に主な特色を持っている． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 1,200,000 0 1,200,000 

２００７年度 1,000,000 0 1,000,000 

２００８年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 360,000 3,760,000 

 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目： 情報学 ・ 感性情報学・ソフトコンピューティング 

キーワード：感性情報処理 

 
１．研究開始当初の背景 

インターネットなどの情報ネットワーク
技術の発展に伴い，人間は様々な情報によっ
て他の人間と相互に関連づけられ，いくつも
のコミュニティが誕生し，多様な価値観が生
まれて来ている．しかし，これに伴い家族や
地域社会等の従来型のコミュニティはその
力を失い，家の中にいても孤独を感じるとい
ったストレスを感じる人を多く生むことに
なった．このように様々なメディアを通して
種々のあり方が提示される反面，アイデンテ
ィティや自分らしさの喪失に代表される新
しい問題に我々は直面し，自己概念やコミュ

ニケーションの捉え直しが必要とされてい
る． 
 
 
２．研究の目的 
本研究は対話データや日記，ブログ等のテ

キストデータを自然言語処理し，個人によっ
て重要な概念構造を抽出し，適切な処理を行
うことによって個人が持つ自己概念（価値観
やそれに付随する葛藤状態）を視覚的にわか
りやすいインタフェースとして提供するこ
とを目標としている．カウンセリングやセラ
ピー等で重要とされる，現実の自己と自己概



念のズレ，自分の価値観を簡単なグラフなど
で示すことで自己概念を修正し，適応的な自
己概念を獲得するための手助けをする． 

カウンセリングでは現実の自己と自己概
念のズレが社会との不適応を生むとされて
おり，自分の価値観について明確に把握する
ことは重要とされ，かつ，それはカタルシス
という精神的浄化作用を持つとされている．
セラピストによる肯定的態度とクライアン
トが自己を正確に把握するための質問によ
って，クライアントは自己概念を修正し，適
応的な自己概念を獲得する．そこで，本研究
において目標とするシステムはネットワー
ク状に描かれる概念群における論理的矛盾
や認知的不均衡を強調し，生じている自己概
念のズレや不明瞭な点をとらえる．  

また，本研究は，論理療法や回想法などの
手法に関してもその関連について検討し，援
助することも目標においている．論理療法は
アルバート・エリスによって提唱される非常
に効果の高い手法であり，自己概念の矛盾を
生む原因となる思いこみや誤った信念を論
理的に構築し直すことによる治療である．ま
た，回想法はロバート・バトラーによって提
唱された主に認知症の高齢者のための手法
である．これは被験者が自分の人生を回想す
ることによって自分の歴史や体験，こだわり，
習慣をより深く理解し，日常生活，援助に生
かすもので，これらのアプローチは本研究に
おいて提案する概念グラフ構造を再形成す
る過程と見ることができる．ケアの手法やメ
ディアを，閉じた概念グラフ構造の概念間の
関係の符号（肯定的か否定的か），関係群の
間の認知的均衡（整合性）のみに着目するだ
けでなく，関係の論理的，客観的側面，ある
いは，より多くの関係を取り入れネットワー
クを拡げる論理療法や回想法のこういった
アプローチと照らし合わせ活用する方法を
探索する． 
 
 
３．研究の方法 

自然言語処理技術の形態素解析や構文解
析，文脈解析等を用いて文章，あるいは対話
データから概念グラフ構造を抽出する手法
について主に研究を進める．概念グラフ構造
の要素は概念群とそれらの関係性（主に肯定
的関係と否定的関係）であり，これらの抽出
には辞書データの作成，ウェブ上のデータマ
イニング技術を応用することによってある
程度客観性を持った概念構造を抽出するこ
とができる．しかし，本研究は個人の持つ主
観的な関係性の抽出も視野に入れているた
め，ユーザがある程度恣意的に概念や関係性
を選択できるように調整する．テキストデー
タから重要概念を抽出し，それをもとにユー
ザがグラフを簡単に作成できるシステムで

ある． 
また，概念グラフ構造に基づいたエージェ

ント群による社会シミュレーションや，概念
グラフ構造における均衡化を参考にした強
化学習へ応用する．これによって学校運営や
ケアなどにおけるコミュニケーションに向
けて，いくつかの指針を得ることのできるシ
ステムを提案，実装する． 
 
４．研究成果 
 提案するシステムの実装とそのシミュレ
ーション，強化学習への応用を行った． 
当初の目標通り，形態素解析ツールを用い

て文章中の重要単語を抽出した後，ユーザが
重要概念同士の関係性を判断するための文
を表示させるシステムを作った．さらに，こ
のシステムは概念グラフ構造がどの程度の
空間的な広がりを持っているか，また，この
概念グラフがどのような認知的不均衡タイ
プであるかを表示させることができる．論文，
国際会議にて発表している（SID2006, AI & 
Society 等）． 
また，本システムの基礎理論の応用として，

概念グラフ構造を持ったマルチエージェン
トを仮定し，いくつかのパターンについてシ
ミュレートした．これによって集団を運営す
る上でのストレスマネジメントについてい
くつかの新たな知見を得ている．たとえば、
必ずしもコミュニケーション回数が増える
につれて各エージェントの感じるストレス
量が減るとは限らないということが分かり，
このことについて，論文，国際会議にて発表
している（SID2006, International Journal 
of Computer Science and Network Security
等）． 
本研究ではさらに主観的な情報を取り扱

うために，ファジィクラスタリング等の技術
を用いてその空間的な広がりや情報量を視
覚的に表現する手法をいくつか（ＶＡＴアル
ゴリズムを認知均衡システムに応用する際
に，より概念集合をまとまりよく見せるため
の計算手法など）提案している．このような
メディアに関して検討，設計し，プログラミ
ングを行うと同時に，得られた知見を応用す
る一つの手法として，社会システムシミュレ
ータとしてのマルチエージェントシステム
研究も発展させた．既存のマルチエージェン
トシステムとの関連，相違について，マルチ
エージェントシステムを専門とする研究者
と協力し，提案する概念構造を持つエージェ
ント群をコンピュータ上でシミュレートし
た．その際にはコミュニケーションの形態や
概念構造の密度といったパラメータなどが，
エージェント集団がどの程度のストレス状
況にあるかにどのように影響するのかにつ
いて調査した．これらの研究成果については
国際会議にて発表した（2008 IEEE Congress 



on Evolutionary Computation）． 
また，概念構造の生成過程を強化学習の視

点からモデル化し，エージェント自身の試行
錯誤とエージェント間のコミュニケーショ
ンが概念を形作る学習構造について研究を
進めており，論文，国際会議にて発表してい
る （ International Journal of Computer 
Science and Network Security, 
International Joint Conference on Neural 
Networks 等）．いくつかの未発表の成果は
2009 年度中に国際会議にて発表予定であり，
ま た ， 論 文 誌 に も 投 稿 予 定 で あ る
（FUZZ-IEEE2009（決定）, International 
Journal of Knowledge Engineering and Soft 
Data Paradigms など）． 
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